道徳の時間学習指導案

指導者　岡田　美智子

１　学　年　第１学年　５名
２　主題名　みんないっしょに　【Ｂ　友情，信頼】

３　ねらい　みんなで島へ向かっているあひる，かめ，白鳥やりすの思いを想像することを通して，友達と一緒に遊ぶと楽しいことや困っている友達のことを考えて行動するとみんなが嬉しいことに気付き，みんなで一緒に仲よく助け合っていこうとする心情を育てる。
４　教材名　「およげない　りすさん」（出典：「わたしたちの道徳小学校１・２年」文部科学省）
５　主題設定の理由

○　本主題は，内容項目のＢ「主として人との関わりに関すること」の１０「友達と仲よくし，助け合うこと。」にあたる。友達は，家族以外で特に深い関わりをもつ存在である。友達関係は，共に学んだり遊んだりすることを通して，互いに影響し合って構築されるものである。よりよい友達関係を築くには，互いを認め合い，学習活動や生活の様々な場面を通して理解し合い，協力し，助け合い，信頼感や友情を育んでいくことが大切である。この時期の１年生は，自分の思いを優先させてしまう自分本位な一面が，まだ残っている。友達と仲よく遊んだり，一緒に活動したりする経験を思い出し，友達といる楽しさやうれしさを自覚し，友達同士，仲よく助け合っていこうとする心情を育ていきたい。
○　本学級の児童は，学校生活にも慣れ，学級内の友達関係も深まってきている。５人という少人数でもあり，休憩時間には「遊ぼう。」と声をかけ合って遊んだり，困っている友達に「大丈夫。」「どしたん。」と優しい声をかけたりしている。また，道徳アンケートによると，全員が「人の気持ちがわかる人になりたい」「あなたをよくわかってくれる友達がいる」と答え「友達っていいな」と感じている児童が多い。しかし，友達の思いに気付かずきつい言葉を投げたり，気の合う友達だけで遊び寂しい思いをしている友達に気付かなかったりと，友達と仲よくすることのよさを実感していない様子も見かける。

児童は道徳の時間が大好きで，毎週心待ちにしている児童が多い。ほとんどの児童が教材に出てくる人物の気持ちや自分に置き換えての考えを言葉や演技で伝えられるようになってきている。そして，友達の意見に付け加えたり，違う考えを伝えたりという相手を意識した話し方も少しずつできるようになっている。しかし，理解できない場面や言葉があるため，場面把握に時間がかかったり，発問の意味が分らずワークシートに自分の思いをすぐには書けなかったりする児童もおり，場面絵を掲示したり友達の意見を参考にさせたりして理解を図っているところである。
〇　本教材は，島で遊ぶ動物たちの話である。池のほとりで，あひる，かめ，白鳥が池の中の島で遊ぶ相談をしている。そこに,りすが来て，「いっしょにつれていって。」と頼むが，「およげないから　だめ。」と断わってしまう。島で遊んでいても，りすのことが気になって楽しくない３人は話し合い，「ぼくのせなかにのっていいよ。」と，かめがりすを背中に乗せて，みんなで島に向かうという内容である。りすや他の仲間の気持ちを想像することで，友達と仲よく遊ぶことの楽しさや困っている友達を心配し，助け合うことの大切さについて考えることのできる教材である。
　　指導に当たっては，導入で，友達と一緒でよかったと思うことを発表させ，ねらいとする道徳的価値への方向付けをする。展開では，りすが島に行ってみんなと遊びたかったことを確認し，みんなが，「りすさんは，だめ。」と言ってしまったことが，りすを仲間外れにするきっかけになってしまったことに気付かせる。また，島で遊んでいる３人が，どんなことを考えて遊んでいたかを想像させ，困っている友達を大切に思う心に共感させる。中心発問では，りすに謝りみんなで島に行く場面を役割演技させ，３人の気持ちや思いを考えさせる。そして，ワークシートに書くことで，だれとでも仲よく助け合うことの楽しさや喜びに気付かせる。最後に，２つの場面を対比し，３人では楽しくなかったが「なぜ楽しくなったのか」などの補助発問をし，困っている友達のことを考えるとみんなが嬉しくなることに気付かせ，自分の生活の中での友達に対する思いについても考えを深めさせたい。また，ペープサートや場面絵を取り入れた教材提示，場面ごとの範読，役割演技などを取り入れ，場面把握や登場人物の心情について捉えやすくする。話し合いの場面では，話型を示し，つながり発言をさせることで児童の考えが深められるようにしたい。書くことが苦手な児童には，友達の意見を参考にさせ，自分の思いをしっかり書くことができるようにする。
【ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の工夫】
・発問を精選する。
・視覚的情報を効果的に活用する。（ペープサート，場面絵，お面）

・考えや自己の振り返りを交流し合う場を設ける。

・身体表現化を取り入れる。（役割演技）

・ワークシートを活用し，自分の考えをまとめることができるようにする。 
６　準備物

場面絵，ペープサート，短冊，お面，ワークシート，写真
７　学習指導過程
	段階
	学習活動
	主な発問と
予想される児童の心の動き
	・指導上の留意点
○ユニバーサルデザインの視点による支援

★児童への評価の観点

	
	
	
	

	導

入
	１　友達と一緒のときの経験を話し合う。
	○友達がいてよかったと思ったのは，どんなときですか。
・遊んでいるとき。

・お話をしているとき。
	・友達がいてよかったことを発表させ，ねらいとする価値への方向付けをする。


	展

開
	２　教材「およげないりすさん」の範読を聞いて話し合う。

	○３人はどう思って「りすさんは，およげないからだめ。」と言ったのでしょう。

・泳げないからいやだよ。
・島へ行くのは，無理だよ。
・泳げないりすさんが悪いんだよ。

・３人だけなら，楽しく遊べるよ。
○島で遊んでいた３人は，どんなことを考えていたのでしょう。
・りすさんがいないと，つまらないよ。
・りすさん，一人で寂しいだろうな。
・りすさんに悪いことを言ったな。

・いつも一緒だったのに。

・りすさんは友達なのにひどいことをしてしまったな。

◎次の日，りすを背中に乗せて，みんなで島に向かっているとき，かめさんたちはどんなことを考えているでしょう。
・昨日は，ごめんね。

・一人ぼっちにさせて悪かったね。
・りすさんが，喜んでくれてうれしい。

・みんな一緒だから楽しいよ。

・やっぱりみんなで一緒に遊ぶほうが楽しいね。
・りすさんも友達だよ。

↓　（補助発問や切り返しによる価値の深まり）
・友達と一緒だとみんな楽しい。
・友達のために頑張ると，みんなうれしくなる。
・困っているとき，考えてあげるのが友達。

○みんなもこんなふうに「友達と一緒でよかったな。」と思ったのはどんなときですか。そして，どんなことを思いましたか。

・一人でいるとき，友達が「一緒に遊ぼう。」とさそってくれて，うれしかったよ。
・誰かがお休みすると，４人になって寂しいからみんなで一緒に勉強すると楽しいよ。

・計算カードが合格できなくて悲しかったとき，「頑張って。」と応援してくれて友達っていいなと思ったよ。
・水泳でもぐれなかったとき「頑張れ」と応援してくれて頑張れたよ。
	○範読の際には，ペープサートや場面絵を使い場面把握しやすいようにする。

・なぜ，「だめ。」と言ったかを考えさせ，３人の自分本位な気持ちを捉えさせる。
・３人がどんなことを考えて遊んでいるか想像させ，気持ちが変化していることに気付かせる。
・りすがいないことで，少しも楽しくないと感じていることを押さえておく。
○ワークシートに書かせる前，りすに謝って島に向かっている場面を役割演技させることで，３人の気持ちを考えさせる。
○ワークシートに書かせ，自分の考えを整理させる。また書けない児童には，何人かに考えを発表させ，参考にさせる。
・３人でいる場面と４人で島へ向かっている場面を対比し，楽しくなったわけを考え，りすのために話し合い，行動したことがみんなの楽しさや嬉しさにつながったことに気付かせる。

・「『りすさんも友達』ってどういうこと」と補助発問をし，友達のよさについて考え，交流することで価値を深めさせる。
★友達と一緒に遊ぶと楽しいことや困っている友達のことを考えるとみんなが嬉しいことに気付くことができる。（ワークシート・発言）

・中心発問での思考の深まりの中で，ねらいとする道徳的価値が自分の中にもあることに気付かせる。

・そのときの気持ちも聞き，友達のよさについてさらに深める。


	終末
	３　教師の話を聞く。
	○先生の話を聞きましょう。
・友達と一緒だと楽しいな。

・友達っていいな。
	・教師が見取った児童の友達関係のよさを取り上げ，価値付ける。


８　板書計画
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９　ワークシート

【道徳的価値の自覚を深める指導になるために】
―考えさせる道徳・議論する道徳―
　　　　　　　　　　　　　
	行い

行動
	・「りすさんもいっしょにしまへいこうよ。」
・「りすさん，ぼくのせ中にのりなさいよ。」
・りすさんは，にこにこしながら，せ中にのりました。
・りすさんをかこんで，みんなはしまへいきました。


	登場人物が
感じたこと
考えたこと
	・昨日は，ごめんね。
・一人ぼっちにさせて悪かったね。
・りすさんが，喜んでくれてうれしいよ。
・みんな一緒だから楽しいよ。
・やっぱりみんなで一緒に遊ぶほうが楽しいね。
・りすさんも友達だよ。


	道徳的価値
考え方や生き方
信念
	・友達と一緒だとみんな楽しい。
・一人ぼっちの友達に声をかけるとみんなが楽しい。

・友達のために頑張ると，みんなうれしい。
・困っているとき，考えてあげるのが友達。



第１学年　　ピーナッツプログラム　《２学期》


















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　およげないりすさん


　ひととともに　


　　　　　　　　　　　


　　


　　　　　　　　　 　　　








　　　　　　　　　




















　　　　　　


　　　　　　　　�









































　　





　ともだち





　　　　・いっしょだとたのしい。


　　　　・ともだちのためにがんばっ


たらうれしい。


　　　　・こまっているときかんが


えるのがともだち。
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　　　　いいな











場面絵


４人で島へ





場面絵　　　　


　島での３人





およげないから、だめ。








ぼくもつれていってね。





みんなでしまにむかっているとき、かめさんたちはどんなことをかんがえているでしょう。





場面絵


池のほとり





・ごめんね。


・一人ぼっちにさせてわるかった。


・よろこんでくれてうれしい。


・いっしょでたのしい。


・いっしょにあそぶとたのしい。


・りすさんも、ともだち








・つまらない。


・さびしいだろうな。


・わるいことをいったな。


・いつもいっしょだったのに。


・ともだちなのに。











友達といる写真





・いやだよ。


・むりだよ。


・りすさんが、わるい。


・たのしくあそべないよ。





友達といる写真








＜プログラム名＞　ともだちとたすけあって，なかよくたのしいなかまになろう！





○自分がやるべきことは，しっかりと行う子供


◎友達と仲良くし，助け合う子供


○我が国の郷土の文化や生活に親しみ，愛着を持つ子供





ねらい


【低学年】





道徳の時間





児童の意識





体験活動等


（行事・総合的な学習の時間・生活科・特別活動・各教科・日常の指導）













































































《学級活動》「外で遊ぼう」


　友達と仲よく遊ぶには，どうしたらよいかを考え，みんなで楽しく遊ぶ。





「よかったね，さっちゃん」


Ｂ　親切，思いやり 


　友達や幼い人などに温かい心をもち，親切にしようとする心情を育てる。　





♡ともだちとなかよくあそんだり，やさしくしてもらったりしたら，うれしいな。








《休憩時間》「友達と遊ぼう」


　一人で遊ばないで，みんなで遊ぶほうが楽しいと感じる気持ちを大切にする。





《帰りの会》「よかった探し」


　友達にしてもらってうれしかったことや親切にしてもらったことを伝え，お互いに認め合う。





「およげない　りすさん」


Ｂ　友情，信頼


　みんなで島へ向かっているあひる，かめ，白鳥やりすの思いを想像することを通して，友達と一緒に遊ぶと楽しいことや困っている友達のことを考えて行動するとみんなが嬉しいことに気付き，だれとでも仲よく助け合っていこうとする心情を育てる。





♡ともだちのことをかんがえてべんきょうしたり，あそんだりしてたすけあうと，じぶんもともだちもうれしいとおもうよ。





《学校行事》「学習発表会」


　発表会を成功させるために，友達と励まし合い助け合って練習をした成果を発表し，友達のよさを実感する。





《生活科》「つくろう　あそぼう」


　身近な自然物を使って遊びに使うものを助け合って作り，みんなで遊ぶことの楽しさに気付くようにする。





＜めざす子供の姿＞


友達のことを考えて勉強したり遊んだりして，だれとでも仲よく助け合える子供
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